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本
書
は
、
平
成
十
三
年
一
月
十
一
日
、
国
際
宗
教
研
究
所
主
催

で
大
正
大
学
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
し
い
追

悼
施
設
は
必
要
か
」
を
元
に
、
新
た
に
論
文
・
資
料
・
デ
ー
タ
を

加
え
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
三
年
当
時
の
福
田
内
閣
官
房

長
官
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
追
悼
・
平
和
記
念
の
た
め
に
記
念
碑

施
設
の
在
り
方
を
考
え
る
懇
談
会
」
が
、
宗
教
と
は
関
わ
り
の
少

な
い
メ
ン
バ
ー
で
審
議
さ
れ
、
平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
の

報
告
書
で
「
無
宗
教
の
追
悼
施
設
」
を
謳
っ
た
こ
と
が
、
企
画
開

催
の
背
景
に
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
追
悼
・
平
和
記
念
の

た
め
の
記
念
碑
」
を
考
え
る
際
、
靖
國
神
社
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑
等
と
の
関
わ
り
・
宗
教
者
の
意
見
を
踏
ま
え
な
い
論
議
は
、

実
際
的
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
神
道
・
仏
教
・
新
宗
教
・
キ

リ
ス
ト
教
か
ら
の
声
を
収
録
し
た
本
企
画
の
重
要
性
は
高
い
。
当

日
の
パ
ネ
リ
ス
ト
〔
敬
称
略
・
括
弧
内
は
開
催
時
の
所
属
〕
は
、
発

題
者
に
菅
浩
二
（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
）、
岡
田
弘
隆
（
弁

護
士
、
真
言
宗
豊
山
派
）、
澤
田
晃
成
（
立
正
佼
成
会
）、
弓
谷
照
彦

（
創
価
学
会
）、
寺
尾
寿
芳
（
和
歌
山
信
愛
女
子
短
期
大
学
）、
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
に
中
村
生
雄
（
大
阪
大
学
）、
李
仁
子
（
東
北
大
学
）、
司

会
に
井
上
順
孝
（
國
學
院
大
學
）
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
「
若
き
宗

教
者
の
発
言
」
を
副
題
と
し
て
行
わ
れ
た
。
発
題
者
五
人
中
四
人

が
「
新
し
い
追
悼
施
設
」
反
対
者
で
あ
り
な
が
ら
、
靖
国
神
社
・

千
鳥
ヶ
淵
墓
苑
・
追
悼
施
設
の
公
共
性
等
を
巡
っ
て
其
々
の
異
な

る
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言

に
も
、
公
的
追
悼
へ
の
多
様
な
見
解
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
谷

栄
一
「
靖
国
神
社
と
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
の
歴
史
」、
蓮
池
隆

広
「
新
国
立
追
悼
施
設
構
想
と
そ
の
影
響
」
の
二
論
文
が
、
追
悼

施
設
問
題
の
歴
史
・
現
状
を
、
今
井
明
彦
「
国
家
が
祀
ら
な
か
っ

た
戦
死
者
」、
西
村
明
「
国
の
弔
意
？
」、
佐
藤
壮
広
「
追
悼
の
宗

教
文
化
論
」、
粟
津
賢
太
「
記
憶
の
場
の
成
立
と
変
容
」
の
四
論

文
が
、
戦
争
と
追
悼
を
巡
る
様
々
な
問
題
・
事
例
を
論
じ
、
慰
霊
・

追
悼
研
究
の
多
様
な
考
察
課
題
を
提
示
す
る
。
現
状
の
当
該
課
題

を
理
解
す
る
際
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
一
冊
で
あ
る
。

国
際
宗
教
研
究
所
編
、
井
上
順
孝
・
島
薗
進
監
修

『
新
し
い
追
悼
施
設
は
必
要
か
』

　
　

ぺ
り
か
ん
社　

平
成
十
六
年
三
月　

四
六
判　

三
二
八
頁　

本
体
二
六
〇
〇
円
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本
書
の
焦
点
は
近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
・
心
霊
研
究
と
比

較
宗
教
の
位
置
関
係
か
ら
〈
霊
〉
と
い
う
主
題
を
浮
き
彫
り
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
宗
教
学
の
対
象
を「
宗
教
と
社
会
」、「
宗

教
と
他
界
」
と
い
う
二
つ
の
枠
組
み
か
ら
捉
え
て
お
り
、
本
書
は

後
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
序
章
か
ら
終
章
ま
で
六
章
か
ら
な
る

本
書
で
は
、
ま
ず
序
章
に
お
い
て
近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の

研
究
史
を
中
心
に
本
書
の
論
点
が
「
マ
イ
ヤ
ー
ズ
問
題
」
と
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
比
較
宗
教
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。
続
く
一
章
で
は
、
論
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
ズ
ム
と
比
較
宗
教
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
の
祖
で
あ
る

ミ
ュ
ラ
ー
と
モ
ー
ゼ
ス
の
主
張
の
類
似
性
（
諸
宗
教
の
比
較
の
必
要

性
、
人
類
の
普
遍
的
な
宗
教
の
進
化
）
と
い
っ
た
点
に
着
目
し
考
察

す
る
。
二
章
で
は
主
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
〈
霊
〉
に
つ
い
て
近
代

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
・
心
霊
研
究
の
文
脈
上
で
の
違
い
な
ど
に

迫
る
。
そ
の
中
で
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
は
宗
教
学
の
中
で

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
の
延
長
で
扱
う
可
能
性
が
あ
る
が
、〈
霊
〉

と
い
う
主
語
は
そ
の
中
で
も
特
殊
な
ト
ピ
ッ
ク
と
さ
れ
る
と
筆
者

は
主
張
す
る
。
三
章
、
四
章
で
は
脳
死
、
臨
死
と
い
っ
た
テ
ー
マ

が
現
代
で
は
医
学
的
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
宗
教
の
問
題
と

し
て
は
百
年
前
に
心
霊
研
究
に
お
い
て
「
マ
イ
ヤ
ー
ズ
問
題
」
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
知
的
業
績
が
継
承
さ
れ
て

い
な
い
点
を
指
摘
し
、
現
代
の
臨
死
研
究
の
中
で
の
こ
の
問
題
へ

の
回
帰
の
意
味
を
論
じ
て
い
る
。
な
お
、〈
霊
〉
を
主
題
と
す
る

先
行
研
究
が
、
こ
の
「
マ
イ
ヤ
ー
ズ
問
題
」
に
繰
り
返
し
回
帰
し

て
き
た
こ
と
が
本
書
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
。
終
章
は
近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
を
神
智
学
や
オ
カ
ル

テ
ィ
ズ
ム
等
と
対
照
し
、
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
も
多
い
こ
れ
ら
を

区
別
し
、
そ
の
位
置
を
確
認
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
本
書
で
最

も
注
目
す
べ
き
は
近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
比
較
宗
教
の
同

時
性
、
類
似
性
を
指
摘
し
た
事
と
、
宗
教
学
に
お
い
て
周
辺
化
さ

れ
が
ち
な
〈
霊
〉
と
い
う
主
題
の
重
要
性
を
確
認
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。

津
城
寛
文
著

『〈
霊
〉
の
探
究―

近
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
宗
教
学―

』

　
　

春
秋
社　

平
成
十
七
年
十
月　

四
六
判　

二
八
八
頁　

本
体
二
五
〇
〇
円
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本
書
は
、『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
上
・
下
〔
平
成
十
一
年
・
十
二
年
〕

よ
り
、
死
と
葬
送
に
関
す
る
三
一
四
項
目
を
選
択
し
、
九
二
項
目

の
新
稿
を
加
え
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
「
項
目
」
は
、死
・
葬
送
・

墓
・
供
養
・
霊
魂
に
分
類
さ
れ
、
伝
統
的
葬
儀
・
供
養
の
み
な
ら

ず
、
そ
れ
ら
の
現
在
の
状
況
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
末
期
医
療
・
脳
死

等
の
現
代
的
問
題
を
網
羅
す
る
。
ま
た
、
新
谷
尚
紀
氏
・
関
沢
ま

ゆ
み
氏
の
巻
頭
・
巻
末
文
、
各
コ
ラ
ム
、
図
表
等
は
、
理
解
を
深

め
る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

新
谷
尚
紀
氏
の
巻
頭
文「
死
と
葬
送
の
歴
史
と
民
俗
」に
は
、「
死

と
葬
儀
に
対
す
る
伝
統
的
な「
家
・
村
・
寺
」の
三
位
一
体
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
く
ず
れ
、
そ
れ
に
代
わ
る
方
式
が
今
も
な
お
現
在
進
行
形

で
模
索
さ
れ
て
い
る
」
現
在
、ま
す
ま
す
進
む
「
葬
儀
の
商
品
化
」

「
伝
統
的
観
念
の
希
薄
化
」「
葬
儀
の
個
人
化
」
等
の
実
際
的
問
題

へ
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、死
者
を
巡
る
「
霊
魂
」
の
問
題
で
あ
り
、「
死
と
宗
教
」「
死

と
社
会
」
の
問
題
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、「
伝

統
的
な
慣
習
の
意
味
を
知
り
変
化
の
実
態
を
知
る
」
こ
と
で
あ
り
、

本
書
は
そ
れ
を
こ
そ
目
途
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
項
目
数
で
も
分
か
る
よ
う
に
、「
死
と
葬
送
」
の
形
は
、

地
域
・
時
代
・
宗
派
等
の
相
違
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
り
、
ま
す
ま

す
地
域
性
が
希
薄
化
す
る
現
代
に
お
い
て
模
索
す
べ
き
内
容
は
多

い
。
さ
ら
に
、
現
代
人
の
多
く
が
病
院
で
「
死
」
を
迎
え
、
葬
送

儀
礼
も
変
化
す
る
現
在
、「
霊
魂
」
に
対
す
る
観
念
の
変
化
も
実

際
的
問
題
で
あ
る
。
併
せ
て
、
今
後
身
近
に
起
こ
り
う
る
「
死
」

の
み
な
ら
ず
、
慰
霊
・
追
悼
に
つ
い
て
の
項
目
に
も
目
配
り
さ
れ

て
い
る
本
書
は
、「
伝
統
的
な
慣
習
の
意
味
を
知
り
変
化
の
実
態

を
知
る
」
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
再
考
す
る
機
会
を
も
提
供
し

て
い
る
。
全
て
の
「
生
」
あ
る
人
々
に
と
っ
て
、「
霊
魂
」「
死
と

宗
教
」「
死
と
社
会
」
の
問
題
が
理
解
と
考
察
を
深
め
る
べ
き
対

象
と
し
て
意
識
さ
れ
る
に
は
、
多
様
な
「
死
」
の
形
を
知
る
こ
と

こ
そ
縁
と
な
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
こ
そ
、
本
書
を
江
湖
に
お
勧

め
し
た
い
由
縁
で
も
あ
る
。

新
谷
尚
紀
・
関
沢
ま
ゆ
み
編

『
民
俗
小
事
典　

死
と
葬
送
』

　
　

吉
川
弘
文
館　

平
成
十
七
年
十
二
月　

四
六
判　

四
四
〇
頁　

本
体
三
二
〇
〇
円
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『
中
外
日
報
』（
連
載
名「
宗
教
と
文
学
」）お
よ
び『
産
経
新
聞
』（
連

載
名「
も
う
一
つ
の
精
神
史
」）へ
の
寄
稿
を
収
録
。『
霊
性
の
文
学
誌
』

（
平
成
十
七
年
）
の
続
編
だ
が
、
独
立
し
た
単
行
本
と
し
て
テ
ー
マ
・

内
容
の
一
貫
性
に
配
慮
し
て
い
る
。
目
次
は
「
序
章 

ア
ラ
ン
の

石
の
呼
び
声
」「
第
一
章 

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ―

魂
の
魔
術
的
変
容

を
求
め
て
」「
第
二
章 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク―
越
境
す
る
想
像
力
」

「
第
三
章 

ゲ
ー
テ―

親
和
力
の
神
話
学
」「
第
四
章 
本
居
宣
長―

「
も

の
の
あ
は
れ
」
あ
る
い
は
感
情
の
原
型
構
造
論
」「
第
五
章 
上
田
秋
成

―

「
妖
怪
」
か
ら
の
地
平
」「
第
六
章 

平
田
篤
胤―

「
も
の
の
け
」
の

ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
」「
第
七
章 

稲
垣
足
穂―

翼
と
Ａ
感
覚
宇
宙
」「
第

八
章 

Ｗ
・
Ｂ
・
イ
エ
イ
ツ―

ケ
ル
ト
神
秘
主
義
の
冒
険
」「
第
九
章 

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン―

ゴ
ー
ス
ト
リ
ー
・
ケ
ル
ト
と
妖
怪
変
化
・

ニ
ッ
ポ
ン
」「
終
章 

ケ
ル
ト
の
呼
び
声―

新
し
い
普
遍
性
を
求
め
て
」

「
あ
と
が
き―

「
モ
ノ
学
」
へ
の
挑
戦
」
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は

「
モ
ノ
」（
モ
ノ
が
た
り
、
モ
ノ
の
あ
は
れ
、
モ
ノ
づ
く
り
）
に
つ
い
て

探
求
し
た
結
果
、「
日
本
列
島
文
化
に
お
い
て
は
「
モ
ノ
」
の
見

方
の
中
に「
霊
性
」の
は
た
ら
き
が
あ
っ
た
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」（
あ
と
が
き
）
と
い
う
。
本
書
の
ね
ら
い
は
終
章
の
次
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
集
約
さ
れ
る
。「
混
乱
を
極
め
る
21
世
紀
を
生
き
始
め

た
わ
た
し
た
ち
に
必
要
な
知
と
力
と
は
、
生
の
多
様
の
中
に
息
づ

き
、
立
ち
現
れ
て
く
る
、
こ
の
よ
う
な
「
潜
在
」
的
で
「
普
遍
」

的
な
モ
ノ
〔
普
遍
的
な
古
層
〕
を
見
透
す
想
像
力
で
は
な
い
か
と

思
う
。
本
書
で
取
り
上
げ
た
「
霊
的
人
間
」
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
探
求
と
叡
智
的
直
観
を
通
じ
て
そ
の
こ
と
を
予
感
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
と
地
域
の
困
難
を
生
き
ぬ
こ
う
と
し
た
。そ
う
し
た「
霊

的
人
間
」
た
ち
の
探
求
が
指
し
示
す
生
と
思
想
を
し
か
と
読
み
解

き
、
み
ず
か
ら
の
霊
性
を
通
し
て
受
け
継
ぎ
、
こ
の
時
代
の
困
難

を
自
在
に
生
き
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。「
モ
ノ
」
を

“thing ”

で
は
な
く“spirituality ”

と
訳
す
べ
き
局
面
も
視
野
に

入
れ
、
人
間
の
「
原
型
」
探
し
の
旅
人
達
の
系
譜
に
連
な
り
、
宗

教
史
や
芸
術
・
芸
能
史
、
文
明
史
・
文
明
論
、
存
在
論
、
認
識
論

に
よ
る
「
モ
ノ
学
」
の
構
築
を
提
唱
す
る
一
冊
。

鎌
田
東
二
著

『
霊
的
人
間―

魂
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー―

』

　
　

作
品
社　

平
成
十
八
年
四
月　

四
六
判　

一
九
三
頁　

本
体
一
九
〇
〇
円
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悠
仁
親
王
殿
下
御
誕
生
（
平
成
十
八
年
九
月
六
日
）
後
、
秋
季
皇

霊
祭
日
を
期
し
て
発
行
。「
遠
か
ら
ぬ
将
来
に
予
想
さ
れ
る
皇
位

継
承
の
危
機
に
対
し
て
我
等
国
民
は
如
何
な
る
備
へ
を
な
す
べ
き

か
」。「
こ
の
難
し
い
課
題
の
解
決
に
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
寄
与

を
果
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば―

」。
本
篇
は
、こ
う
し
た
「
悲

願
の
如
き
も
の
」
に
心
身
を
動
か
さ
れ
、「
研
究
成
果
を
積
極
的

に
世
に
問
う
て
輿
論
喚
起
へ
の
一
の
寄
与
を
果
す
」
べ
く
、
平
成

十
七
年
二
月
か
ら
十
八
年
四
月
に
か
け
て
公
表
し
た
論
説
、鼎
談
、

講
演
録
を
集
め
た
も
の
。「
謂
つ
て
み
れ
ば
参
考
資
料
の
提
供
と

も
言
へ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
話
題
の
進
展
が
読
み
取
り
易
い
様

に
と
考
へ
て
、
各
論
策
を
単
純
に
発
表
の
順
を
追
つ
て
並
べ
て
み

た
」（
緒
言
）。
読
み
進
め
つ
つ
要
点
を
再
確
認
で
き
る
の
で
入
門

書
に
適
し
て
お
り
、
こ
こ
数
年
に
お
け
る
、
著
者
の
人
的
交
流
や

思
索
の
軌
跡
を
つ
ぶ
さ
に
窺
う
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
記
録
的
価

値
も
意
義
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。「
皇
位
継
承
の
哲
学
」
の

古
典
と
し
て
「
道
理
」
を
説
い
た
慈
円
『
愚
管
抄
』
と
北
畠
親
房

『
神
皇
正
統
記
』
の
熟
読
を
提
唱
す
る
（
第
三
章
「
皇
室
典
範
に
関

す
る
有
識
者
会
議
」に
直
言
す
）。
さ
ら
に
水
戸
学
の
功
績
を
評
価
し
、

「
肇
国
以
来
第
百
二
十
五
代
ま
で
の
天
皇
が
固
く
守
つ
て
来
ら
れ

た
継
承
の
原
則
が
現
在
将
来
に
亙
つ
て
同
じ
く
そ
の
ま
ま
に
守
ら

れ
て
あ
る
こ
と
」
が
「
正
統
性
の
条
件
」
で
あ
り
、「
日
本
に
於

け
る
皇
位
継
承
の
重
儀
は
、
あ
く
ま
で
も
正
統
性
遵
守
の
大
義
に

則
つ
て
為
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
く
（
第
六
章　
「
皇
位

の
正
統
性
に
つ
い
て
」）。
附
篇
と
し
て
後
醍
醐
天
皇
（
第
七
章　
「
建

武
中
興
が
問
う
国
体
の
本
義
」）・
昭
憲
皇
太
后
（
第
八
章　
「
美
貌
の

皇
后
の
御
歌
と
御
姿
」、
本
誌
復
刊
第
三
十
九
号
初
出
）・
昭
和
天
皇
（
第

九
章　
「
昭
和
天
皇
の
世
紀―

御
生
誕
百
年
の
記
念
年
を
迎
へ
て―

」）
に

関
す
る
文
章
を
収
録
。「
日
本
の
歴
史
に
お
い
て「
改
新
」と
か「
維

新
」
と
言
わ
れ
て
い
る
事
業
の
多
く
は
、
実
は
歴
史
の
記
憶
を
始

め
の
方
に
遡
り
、
創
業
者
の
昔
を
回
顧
す
る
と
こ
ろ
に
発
し
て
い

ま
す
」（
第
七
章
）
な
ど
、
長
年
の
研
究
で
培
わ
れ
た
史
眼
が
鏤
め

ら
れ
て
い
る
。

小
堀
桂
一
郎
著

『
皇
位
の
正
統
性
に
つ
い
て―

「
万
世
一
系
の
皇
祚
」理
解
の
た
め
に―

』

　
　

明
成
社　

平
成
十
八
年
九
月　

四
六
判　

三
三
八
頁　

本
体
一
九
〇
〇
円
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近
年
注
目
を
集
め
る
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
は
何
か
、

本
書
は
そ
の
前
身
か
ら
新
た
な
宗
教
観
と
し
て
現
代
社
会
に
浸
透

し
て
い
く
過
程
を
考
察
し
て
い
る
。
著
者
は
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
（
新
霊
性
文
化
）」
の
前
身
に
つ
い
て
、
一
九
七
〇
～
八
〇
年

代
に
先
進
諸
国
で
注
目
を
集
め
た
「
精
神
世
界
」
や
「
ニ
ュ
ー
エ

イ
ジ
運
動
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
自
己
の
精
神
面
や
内
面
に

重
点
を
置
き
、「
超
越
的
な
神
」
で
は
な
く
「
自
己
」
に
救
い
を

求
め
る
と
い
う
考
え
方
は
、
一
九
九
〇
年
代
、
更
に
そ
れ
ら
の
考

え
を
内
包
し
た
個
人
的
宗
教
や
文
化
等
を
含
む
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
」
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
九
〇
年
代
以
降
の
「
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
の
浸
透
に
つ
い
て
は
、
当
時
流
行
し
た
書
籍
等

に
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、「
人
間

の
中
に
あ
る
「
本
来
の
自
己
」
を
認
識
し
、
超
越
界
に
回
帰
す
る

為
に
救
済
の
「
霊
地
（
グ
ノ
ー
シ
ス
）」
を
求
め
る
」
と
い
う
「
グ

ノ
ー
シ
ス
主
義
」
の
意
識
は
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
の
考
え

方
に
近
く
、「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
が
現
代
に
出
現
し
た
こ
と
は

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」が
社
会
に
浸
透
し
た
一
端
で
あ
り
、「
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
が
如
何
に
し
て
現
代
人
に
関
わ
っ
て
い
る

か
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
に
よ
っ

て
「
い
の
ち
」
に
対
す
る
意
識
が
見
直
さ
れ
た
。「
個
々
の
魂
」

の
尊
重
、
即
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
「
い
の
ち
」
を
大
切
に
す
る
と
い
う

考
え
は
、「
個
人
の
意
識
」
を
重
要
視
す
る
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
」
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。「
個
人
の
意
識
」
が
発
展

す
る
こ
と
で
一
人
一
人
が
有
す
る
「
い
の
ち
」
に
対
し
て
も
ま
た

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
本
書
の
結

び
は
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
知
る
上
で
注
目
す
べ
き
点

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
に
現
代
人
は

ど
の
よ
う
な
形
で
接
し
て
い
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
な
ど
、

現
代
日
本
に
生
き
る
人
々
の
「
現
実
の
声
」
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

個
々
で
生
き
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、「
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
が
い
か
に
身
近
な
も
の
と
し
て
現
代
人
に

浸
透
し
て
い
る
か
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
。

島
薗
進
著

『
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
興
隆―

新
霊
性
文
化
と
そ
の
周
辺―

』

　
　

岩
波
書
店　

平
成
十
九
年
一
月　

四
六
判　

三
四
四
頁　

本
体
二
八
〇
〇
円
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故
宮
本
盛
太
郎
氏
主
催
の
研
究
会
の
成
果
を
纏
め
た
も
の
で
、

「
斬
新
な
視
点
か
ら
時
代
精
神
を
描
出
」（
帯
書
）
す
べ
く
、
外
交

論
三
篇
、
吉
野
作
造
論
二
篇
、
社
会
変
動
論
一
篇
、
作
家
論
三
篇
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
論
一
篇
を
収
め
る
。
第
一
章
「
英
米
関
係
と
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
日
本
の
役
割
意
識
」（
宮
田
昌
明
）
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

条
約
締
結
後
の
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
史
の
展
開
を
日
英
米
の
外
交

戦
略
を
対
照
し
つ
つ
再
評
価
す
る
。
第
二
章
「
大
正
外
交
の
基

調
」（
関
静
雄
）
は
、
大
正
期
の
外
交
思
潮
を
国
際
協
調
主
義
と
勢

力
範
囲
主
義
に
着
目
し
て
通
観
し
、
第
三
章
「
大
正
期
経
済
外
交

の
視
点
」（
佐
古
丞
）
は
、「
通
商
国
家
」
の
建
設
を
目
指
し
た
「
幣

原
経
済
外
交
」
の
全
体
像
を
描
出
す
る
。
第
四
章
「
吉
野
作
造
の

二
大
政
党
論
」（
小
山
俊
樹
）
は
、
日
露
戦
争
期
か
ら
昭
和
初
期
ま

で
の
二
大
政
党
制
論
の
変
遷
を
解
明
し
、
第
五
章
「
ロ
シ
ア
革
命

の
大
正
日
本
へ
の
影
響
の
一
事
例
」（
広
野
好
彦
）
は
、
吉
野
作
造

の
ロ
シ
ア
論
と
民
本
主
義
・
社
会
主
義
の
関
係
論
に
論
及
、
第
六

章
「
大
正
期
の
家
族
と
国
家
」（
木
下
博
道
）
は
、
内
縁
や
私
生
児

の
出
生
の
統
計
を
も
と
に
近
代
化
に
伴
う
社
会
変
動
を
考
察
す
る
。

第
七
章
「
長
谷
川
如
是
閑
の
文
芸
作
品
に
お
け
る
「
ひ
と
り
も
の
」

の
問
題
」（
野
田
裕
久
）
は
、
文
芸
作
品
の
世
界
が
如
是
閑
自
身
の

心
象
風
景
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
、第
八
章
「「
愛
」
と
「
政

治
」」（
金
子
宗
德
）
は
、
倉
田
百
三
と
有
島
武
郎
の
労
働
運
動
と

男
女
関
係
を
自
我
と
社
会
の
葛
藤
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
、
第
九

章
「
大
正
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
の
変
容
」（
森
誠
一
郎
）

は
、
大
正
期
に
青
春
を
過
ご
し
た
詩
人
富
永
太
郎
の
フ
ラ
ン
ス
近

代
詩
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
精
神
史
的
に
考
察
し
て
い
る
。
第
十

章
「
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
そ
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
表

現
形
態
」（
山
崎
充
彦
）
は
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
指
導
者

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
日
本
の
大
衆
に
英
雄
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い

た
事
実
を
映
画
や
宝
塚
少
女
歌
劇
な
ど
か
ら
検
証
す
る
。

　

通
説
に
対
す
る
問
題
提
起
を
こ
め
て
、
国
際
協
調
主
義
や
民
本

主
義
の
「
希
望
」
の
側
面
と
、
長
期
大
不
況
や
政
党
政
治
の
腐
敗

と
い
う
「
不
安
」
の
影
を
浮
き
彫
り
に
す
る
意
欲
的
論
文
集
。

関
静
雄
編
著　
　
〈
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ａ
日
本
史
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
⑱
〉

『「
大
正
」
再
考―

希
望
と
不
安
の
時
代―

』

　
　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

平
成
十
九
年
二
月　

Ａ
５
判　

三
〇
六
頁　

本
体
六
〇
〇
〇
円
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本
書
は
江
戸
時
代
に
「
天
下
祭
」
と
呼
ば
れ
た
江
戸
・
日
本
を

代
表
す
る
神
田
明
神
の
祭
礼
・
神
田
祭
に
関
す
る
初
の
本
格
的
な

研
究
書
で
あ
る
。
近
年
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
嘉
永
四
年
「
神
田

明
神
祭
礼
御
用
留
」
の
翻
刻
と
解
説
を
中
心
に
、
現
代
の
神
田
祭
、

神
輿
、
錦
絵
・
千
社
札
と
祭
礼
、
芸
能
の
関
与
、
祭
礼
番
附
な
ど

に
関
す
る
試
論
「
読
み
解
き
帖
」、『
神
田
明
神
附
祭
芸
人
名
前

帳
』『
斎
藤
月
岑
日
記
』
な
ど
の
関
連
資
料
を
収
録
。
翻
刻
さ
れ

た
「
神
田
明
神
祭
礼
御
用
留
」
は
嘉
永
四
年
神
田
祭
を
運
営
し
た

町
名
主
・
山
本
六
右
衛
門
が
六
月
九
日
か
ら
十
一
月
十
三
日
ま
で

の
九
十
三
件
の
資
料
を
時
系
列
に
ま
と
め
た
記
録
で
、
祭
に
実
際

に
関
わ
っ
た
氏
子
、
商
人
、
芸
人
な
ど
様
々
な
江
戸
の
町
人
が
登

場
す
る
。
附
祭
（
つ
け
ま
つ
り
）
に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
、
山
車
、

祭
礼
に
と
も
な
う
摺
物
・
印
刷
費
、
祭
礼
の
運
営
に
関
す
る
寄
合
、

町
師
匠
の
関
与
、
名
主
・
町
火
消
し
へ
の
誉
置
な
ど
の
詳
細
な
内

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
の
資
料
も
、
今
ま
で
未
解
明

と
さ
れ
て
き
た
「
庶
民
の
視
点
」
か
ら
見
た
神
田
祭
を
う
つ
し
出

し
て
い
る
。

　

ま
た
特
に
附
祭
に
関
す
る
資
料
が
多
く
見
ら
れ
る
の
が
本
書
の

特
徴
。
附
祭
と
は
年
番
の
氏
子
町
に
よ
り
出
さ
れ
た
練
物
、
地
走

踊
、
踊
台
、
曳
き
物
な
ど
の
こ
と
で
、
毎
回
違
っ
た
テ
ー
マ
で
当

時
の
流
行
を
取
り
入
れ
た
賑
や
か
な
行
列
で
あ
っ
た
た
め
見
物
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
「
大
江
山
凱
陣
」

「
大
鯰
と
要
石
」
な
ど
が
あ
り
神
田
祭
の
中
で
最
も
人
気
が
あ
っ

た
。
今
日
に
お
い
て
神
田
祭
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
の
祭
礼
研
究

で
は
「
山
車
」
が
最
も
注
目
さ
れ
多
く
の
研
究
・
報
告
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
附
祭
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か

し
近
年
、
芸
能
史
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
附
祭
が
祭
礼
に
お
け
る

重
要
な
要
素
と
し
て
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
書
は
、
祭
礼
研
究

に
お
い
て
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
附
祭
に
関
す
る
研
究
の
先
駆

け
と
し
て
も
今
後
の
祭
礼
研
究
の
新
し
い
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。

都
市
と
祭
礼
研
究
会
編　
　
〈
神
田
明
神
選
書
1
〉

『
天
下
祭
読
本―

幕
末
の
神
田
明
神
祭
礼
を
読
み
解
く―

』

　
　

雄
山
閣　

平
成
十
九
年
四
月　

Ａ
５
判　

二
六
一
頁　

本
体
二
〇
〇
〇
円
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本
書
は
、
靖
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会
主
催
の
「
英
霊
慰
霊
顕
彰
勉

強
会
」「
青
少
年
セ
ミ
ナ
ー
」
に
お
け
る
講
義
・
討
議
・
質
疑
応

答
等
の
速
記
録
を
元
に
再
構
成
・
再
編
集
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十

五
年
か
ら
平
成
十
八
年
に
お
け
る
其
々
の
発
言
内
容
は
、
読
者
が

現
状
の
「
靖
國
問
題
」
を
把
握
し
、「
公
」
の
精
神
の
あ
り
方
を

再
考
し
つ
つ
、
積
極
的
・
主
体
的
な
指
針
を
得
る
縁
を
提
示
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
国
民
と
し
て
の
「
英
霊
」
と
現
在
の
私
達
の
繋

が
り
と
あ
り
方
を
、
歴
史
的
伝
統
を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
・
良
心

的
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
収
録
内
容
は
、高
森
明
勅「
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
「
靖
國
」
問
題
を
考
え
て
み
る
」、大
原
康
男
「
小

泉
首
相
の
「
靖
國
」
参
拝
が
も
つ
意
味
」、
西
尾
幹
二
「
無
宗
教

の
国
立
追
悼
施
設
と
い
う
虚
妄
」、
大
原
康
男
・
西
尾
幹
二
・
高

森
明
勅
「
討
議
・
宗
教
と
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
」、
百
地
章
「
戦
没

者
の
追
悼
と
政
教
分
離
は
矛
盾
す
る
か
」、
長
谷
川
三
千
子
「
日

本
を
覆
う
反
国
家
の
思
想
を
ど
う
払
拭
す
る
か
」、
百
地
章
・
長

谷
川
三
千
子
・
高
森
明
勅
「
討
議
・
国
家
と
神
道
を
め
ぐ
っ
て
」、

小
堀
桂
一
郎
「
国
民
精
神
の
支
柱
と
し
て
の
靖
國
の
記
憶
」、
中

西
輝
政
「
靖
國
に
始
ま
る
日
本
の
再
生
」、
高
森
明
勅
「
問
題
の

根
源
に
あ
る
も
の
」、小
林
よ
し
の
り
「「
国
を
守
る
」
と
は
何
か
」、

小
林
よ
し
の
り
・
高
森
明
勅
「
討
議
・
未
来
へ
の
靖
國
神
社
」、「
資

料
編
」
と
し
て
「
天
皇
陛
下
御
親
拝
の
記
録
（
戦
後
）」「
皇
族
参

拝
の
記
録
」「
総
理
大
臣
参
拝
の
記
録
」「
憲
法
及
び
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
代
日
本
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
の
み
見
る
歴
史
観
で
構
築
さ
れ
る

靖
國
論
に
「
教
育
混
迷
の
元
凶
」
を
見
、
公
的
な
慰
霊
・
追
悼
の

あ
り
方
、
靖
國
神
社
の
歴
史
と
国
民
感
情
、
政
教
分
離
と
総
理
大

臣
の
靖
國
神
社
参
拝
、「
追
悼
・
平
和
記
念
の
た
め
の
記
念
碑
等

施
設
の
あ
り
方
を
考
え
る
懇
談
会
」
等
に
つ
い
て
、
様
々
な
歴
史

的
事
実
を
紹
介
し
つ
つ
論
じ
る
本
書
は
、
す
ぐ
れ
て
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
内
容
を
持
つ
。「
靖
國
神
社
へ
の
曇
り
の
な
い
認
識
」
を

高
め
る
書
籍
と
し
て
、
江
湖
に
お
勧
め
し
た
い
。

高
森
明
勅
編

『
日
本
人
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
靖
國
問
題
』

　
　

青
林
堂　

平
成
十
九
年
六
月　

四
六
判　

二
八
四
頁　

一
三
〇
〇
円
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三
条
教
則
は
明
治
五
年
四
月
二
十
八
日
、
教
部
省
が
大
教
宣
布

運
動
の
大
綱
に
つ
い
て
教
導
職
に
通
達
し
た
日
常
生
活
の
倫
理
綱

領
で
あ
る
。
教
導
職
は
神
道
・
仏
教
合
同
に
よ
る
運
動
拠
点
と
し

て
東
京
に
大
教
院
、
各
地
方
に
中
教
院
、
さ
ら
に
各
神
社
・
寺
院

に
小
教
院
を
置
き
、「
第
一
条　

敬
神
愛
国
ノ
旨
ヲ
体
ス
ヘ
キ
事
、

第
二
条　

天
理
人
道
ヲ
明
ニ
ス
ヘ
キ
事
、
第
三
条　

皇
上
ヲ
奉
戴

シ
朝
旨
ヲ
遵
守
セ
シ
ム
ヘ
キ
事
」
と
謳
わ
れ
た
三
条
教
則
に
基
づ

い
て
、
日
々
氏
子
・
信
徒
に
講
義
説
教
を
行
っ
た
。
宣
教
使
や
教

導
職
ら
が
大
教
宣
布
の
た
め
に
著
し
た
書
籍
は
数
多
く
、
加
藤
玄

智
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和　

神
道
書
籍
目
録
』
が
「
第
九
門　

大
教
宣
布
」
中
の
「
教
義
」
の
項
に
掲
げ
る
も
の
に
限
っ
て
も
、

約
五
百
点
に
の
ぼ
る
。
明
治
聖
徳
記
念
学
会
で
は
こ
の
中
で
も
と

り
わ
け
多
く
の
稀
覯
文
献
が
確
認
さ
れ
る
三
条
教
則
衍
義
書
に
注

目
し
、
す
で
に
加
藤
玄
智
博
士
記
念
学
会
の
機
関
誌
『
神
道
研
究

紀
要
』
に
お
い
て
、現
在
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
校
史
・

学
術
資
産
セ
ン
タ
ー
河
野
博
士
記
念
室
（
河
野
省
三
博
士
記
念
文
庫
）

に
所
蔵
す
る
い
く
つ
か
を
翻
刻
掲
載
す
る
な
ど
、
研
究
上
重
要
な

資
料
の
紹
介
を
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
る
か
た
ち

で
平
成
七
年
よ
り
同
十
七
年
ま
で
、
三
宅
守
常
氏
の
翻
刻
と
解
題

に
よ
る
「
三
条
教
則
関
係
資
料
」
を
、
機
関
誌
『
明
治
聖
徳
記
念

学
会
紀
要
』
に
お
い
て
全
二
十
六
回
に
わ
た
り
連
載
し
た
。
そ
し

て
平
成
十
四
年
の
企
画
・
編
集
委
員
会
に
お
い
て
阪
本
是
丸
氏
よ

り
一
つ
に
纏
め
て
世
に
問
う
資
料
集
出
版
の
提
案
が
あ
り
、
編
者

三
宅
氏
の
献
身
的
努
力
に
よ
っ
て
編
纂
事
業
を
執
り
進
め
て
き
た
。

時
あ
た
か
も
、
明
治
天
皇
の
慶
応
三
年
践
祚
よ
り
百
四
十
年
、
明

治
五
年
の
三
条
教
則
制
定
よ
り
百
三
十
五
年
と
い
う
時
宜
に
、
機

関
誌
連
載
開
始
よ
り
十
二
年
の
星
霜
を
閲
し
、
か
つ
再
度
の
資
料

蒐
集
を
お
こ
な
い
、
機
関
誌
未
掲
載
分
を
含
む
一
〇
一
点
も
の
衍

義
書
の
翻
刻
と
解
説
を
総
合
し
た
資
料
集
が
無
事
上
梓
の
運
び
と

な
っ
た
。
本
書
が
近
代
の
神
道
史
や
仏
教
史
だ
け
で
な
く
、
倫
理

教
育
史
、
日
本
思
想
史
な
ど
各
分
野
に
関
す
る
研
究
の
発
展
と
理

解
普
及
に
多
大
の
貢
献
と
な
る
よ
う
祈
念
し
て
や
ま
な
い
。

三
宅
守
常
編

『
三
条
教
則
衍
義
書
資
料
集
』（
全
二
巻
）

　
　

明
治
聖
徳
記
念
学
会（
錦
正
社
発
売
）　

平
成
十
九
年
七
月　

Ａ
５
判　

一
二
六
六
頁　

本
体
一
六
〇
〇
〇
円




